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複素平面上で

z0 = 2(cosµ+ i sinµ) #0< µ< ¼
2
; ; z1 = 1¡ p3i4

z0; z2 = ¡
1
z0

を表す点をそれぞれ P0;P1;P2 とする．

(1) z1 を極形式で表せ．

(2) z2 を極形式で表せ．

(3) 原点 O;P0;P1;P2 の 4 点が同一円周上にあるときの z0 の値を求めよ．� �
【テーマ】：複素数の基本計算S Ð ]
(1); (2) は極形式の基本的な性質から求められます．(3) は，図形的な意味を考えながら円を見つけましょう．g q
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;+ i sin #¡ ¼
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;k ¢ 2(cosµ+ i sinµ)

= cos #µ¡ ¼
3
;+ i sin #µ¡ ¼
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;ÝÝ(答)

(2) z2 = (¡1 + i ¢ 0) ¢
1
z0

= (cos¼+ i sin¼) ¢ 1
2
fcos(¡µ) + i sin(¡µ)g

=
1
2
fcos(¼¡ µ) + i sin(¼¡ µ)gÝÝ(答)
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(3) OP0 = 2;OP1 = 1 であり，

ÎP0OP1 = arg # z0z1 ;= µ¡ #µ¡ ¼
3
; = ¼

3

である．したがって，ÎOP1P0 =
¼
2
であるから，OP0 は 4 点 O;P0;P1;P2 を通る円の直径となっている．

ÎP0OP2 = arg # z2z0 ;= (¼¡ µ)¡ µ= ¼¡ 2µ
であり，Î P0P2O =

¼
2
であることから，

cos(¼¡ 2µ) =
OP2
OP0

=
1
4

である．したがって，

cos 2µ = ¡ 1
4

() 2 cos2 µ¡ 1 = ¡ 1
4

() cos2 µ = 3
8

よって，

cosµ =
p
6
4
; sinµ=

p
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であるから，
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p
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q
(1); (2) は，極形式に関する基本的な問題です．(1) での偏角は，µ+ 5

3
¼ でも問題ありません．これより，

ÎP0OP1 =
¼
3
となることに気付きましょう．(3) では，その角と辺の比から直角三角形を見つけ出せるかどうかが

ポイントとなります．図を考えるときには特殊な状況が隠れていないかどうかのチェックができるようになっておく

とよいですね．
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【極形式】

複素数平面上の点 z は，原点からの距離 r とし，実軸の正の方向とのなす角を反時計回りに µ とすると，

z = r(cosµ+ i sinµ)

と表すことができる．これを複素数 z の極形式といい，µ を偏角という．偏角 µ は，

µ = argz

と表す．極形式には，次の性質がある．

z1 = r1(cosµ1 + i sinµ1); z2 = r2(cosµ2 + i sinµ2) のとき，

Q z1z2 = r1r2fcos(µ1 + µ2) + i sin(µ1 + µ2)g á arg(z1z2) = argz1 + argz2

R
z1
z2
=
r1
r2
fcos(µ1 ¡ µ2) + i sin(µ1 ¡ µ2)g á arg

z1
z2
= argz1 ¡ argz2
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